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慶應義塾では2018年度から福澤基金・小泉基金の重点的拡充のための募
金キャンペーン※を実施し、皆様のご芳志と慶應義塾の自助努力をあわせて
ともに30億円を上回る基金残高に拡大しました。募金キャンペーンへの趣旨
にご賛同とご理解を賜り、心より御礼申し上げます。

※募金キャンペーンは終了となりましたが、今後も皆様からの福澤基金・小泉基金へ
のご寄付のお申し出をいただいた際にはありがたくお受けいたします。 

小泉信三記念慶應義塾学事振興基金
 （小泉基金）

31億9390万6554円
基金残高（2022年度末）

福澤諭吉記念慶應義塾学事振興基金
（福澤基金）

32億9107万9828円
基金残高（2022年度末）

目標達成のご報告

さらなる飛躍へ
支えを必要としています。
慶應義塾は魅力と競争力を兼ね備えたグ
ローバルに活躍できる人材を輩出し、公共
の発展に寄与することを目的としています。
そのためには学生により良い学びの環境と
研究環境を提供し、先進的かつ独自性に富
んだ教育研究活動をさらに加速させるため
の継続的な財的資源が不可欠となります。
活動実現に向け、慶應義塾では先端教育の
充実を目的とした「慶應義塾教育充実資
金」、学生生活を継続的に支える「慶應義塾
維持会」を中心とした財源の重点的拡充を
目指しております。また、ご支援の方法とし
て、クラウドファンディングや「ふるさと納税
制度（団体応援寄付金）」を通じて慶應義塾
をご支援いただくことも可能となりました。
慶應義塾の未来を支えるため、引き続きの
ご理解とご支援を賜りますようお願い申し
上げます。

皆様からの温かいご支援により、2022年度の寄付総額は約62.6億円に上り
ました。そのうち、現在、慶應義塾全体として注力している「慶應義塾教育充実
資金」（約3億円）についてはDXによる教育の高度化やウクライナ避難学生
の受入支援等に、「慶應義塾維持会」（約2.9億円）についてはポストコロナ教
育・研究支援事業に活用させていただきました。また、基金の運用益をもとに
返済不要の「慶應義塾維持会奨学金」による支援を行いました。慶應義塾の
取り組みにご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。

慶應義塾維持会

 2億9086万5220円
（2022年度実績）

慶應義塾教育充実資金

3億272万2514円
（2022年度実績）

KEIO TOPICS
さまざまな取り組みや出来事を

ご紹介いたします!
さまざまな取り組みや出来事を

ご紹介いたします!

ご支援ありがとう
ございました

ご支援ありがとう
ございました

皆様からの
ご支援

公共の発展に寄与する

グローバルに活躍できる
人材の輩出

先進的・独自性に
富んだ教育研究活動の加速

財政基盤の安定化および拡大

慶應義塾教育充実資金

慶應義塾維持会

皆様からの
ご支援

公共の発展に寄与する

グローバルに活躍できる
人材の輩出

先進的・独自性に
富んだ教育研究活動の加速

財政基盤の安定化および拡大

慶應義塾教育充実資金

慶應義塾維持会
寄付実績

2023年6月12日（月）、OpenAIのサ
ム・アルトマンCEOが学生たちと会
話するために三田キャンパスを訪れ
ました。

「OpenAI CEO 
Sam Altman氏と
塾生との対話」開催

福澤諭吉「学問のすゝめ」刊行150年
慶應義塾「ガクモンノススメ」
プロジェクト始動

『学問のすゝめ』初編が刊行さ
れてから150年の節目となる
2022年に、「ガクモンノススメ」
プロジェクトが始動しました。

慶應義塾高等学校野球部は、2023年8月23日（水）の決勝
戦で宮城県代表の仙台育英学園高等学校を破り、全国制
覇することができました。多くの皆様に温かいご声援をい
ただき、ありがとうございました。

慶應義塾高等学校野球部、
夏の甲子園で107年ぶりに
全国制覇

令和4（2022）年度の世界トップレベル研究拠点プログラム
（WPI）の拠点に慶應義塾大学の「ヒト生物学－微生物叢－量
子計算研究センター(Bio2Q)」が私立大学で初めて採択され
ました。

私大初、世界トップレベル
研究拠点プログラム（WPI）の
拠点に採択される

慶應義塾は全社会の先導者を目指し、公共の発展に向けて常に新しいことに挑戦し
ます。挑戦を続けるための原動力は「学問」です。いかなる状況においても時代の変
化に対応した魅力的な教育研究活動を提供し、世界と密につながりながらグローバ
ル社会で活躍する独立自尊の人材を輩出していきます。挑戦の過程では予期せぬ事
態も起こるでしょう。しかしながら、試行錯誤を重ねて、乗り越えた先には新たな挑戦
への道が拓かれます。そして、この好循環を生み出すにあたっては、豊かで安定的な
財政基盤が不可欠です。慶應義塾では先端教育への幅広い活用を趣旨とする「慶應
義塾教育充実資金」、学生生活全般を継続的にサポートする「慶應義塾維持会」を通
じて、一層の飛躍を目指します。多くの皆様のご理解とご支援をお願いいたします。

慶應義塾長

伊藤 公平

塾長メッセージ



維持会の仕組み

慶應義塾教育充実資金
について

慶應  教育充実資金

慶應義塾全体へのご寄付の
ご紹介
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慶應義塾教育充実資金 ～先進的な取り組みに活用～

　　　　　　　　豊かな教育・研究
環境をつくるために、2022年度は維
持会奨学金※や、教室AV設備改修工
事などのキャンパス整備のほか、教
育研究支援事業（ICTインフラ保守費
用などへの支援）に活用しました。
※経済的理由により修学が困難な塾生を援
助する（地方出身者を優先して採用）ために、
2007年に創設。2007年度から2023年度ま
でに累計1,670名に給付。

■ 寄付者インタビュー

慶應義塾教育充実資金 寄付者

堀 天子 君

一人ひとりがチャレンジするには、教育や社会の受け皿が必要になります。『慶應義塾教育充実資
金』は、一貫教育校から大学院までを対象とした先端教育に活用されるので、すばらしいことだと思
います。国際社会を先導するリーダーとなる人材の育成を目指すことは、福澤諭吉先生が唱えられた
慶應義塾の理念に沿った意義があることで、私も趣旨に賛同して寄付をさせていただきました。

グローバルに活躍する人材の育成に

慶應義塾維持会
～日常を支える、土台となる～

ご寄付を希望される場合 ▶ 慶應義塾指定の払込用紙でお振込みください。
インターネットからのお申込みも可能です※。
※詳細は本冊子の裏表紙「慶應義塾へのご支援方法のご紹介」をご覧ください。

慶應義塾維持会について 慶應　維持会

■ 寄付者インタビュー

慶應義塾で学び社会で活躍している卒業生が母校に寄付し、
地方出身の優秀な若者が慶應義塾で学ぶことを支援するの
は、次の世代の先導者を育てるための大切な循環過程だと思
うのです。自分ができる範囲で慶應義塾を応援していきたい気
持ちと、現在の私をつくってくれた慶應義塾に恩返しの意味を
込めて、塾生の皆様の将来につながる種となる支援ができる
のは、ほんとうに素晴らしいことですね。

塾生の未来を応援したい

「慶應義塾を支えたい」との思いを共有する関係
者によって、1901年に設立されました。時代とと
もに変遷を見せながらも、会員の皆様からのご
厚志をもとに、維持会奨学金をはじめとする教
育・研究の振興、施設の拡充など慶應義塾の取
り組みに幅広く寄与しています。

■ 維持会奨学生からのメッセージ

新潟県出身 理工学部4年

「総合大学の強みを生かした特色あるプログラムの創出」、「国際化の推進」、「DXの推進」など、先端教育への取
り組みをさらに加速させるために、教育の重点事業に幅広く活用させていただきます。未来の先導者としてグロー
バルに活躍できる人材を育成してまいります。

慶應義塾維持会
寄付者

片山 武蔵 君

SDGs目標達成のために
● 慶應義塾は持続可能な開発目標（SDGs）の17ゴールのうち、
　 特にゴール4「質の高い教育をみんなに」の趣旨に沿った活動に対し、
　 慶應義塾教育充実資金を活用していきます。

活用例

4

デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進に
● LMS(学習管理システム：Learning Management System)の高度化
● 高度な自主学習を可能にする電子ジャーナルの提供

活用例

3

先端教育を通じたグローバル人材の育成に
● 各学部／研究科および 一貫教育校による多彩な国際プログラムの実施
● オンラインを活用した海外大学との教育・研究の実施

活用例

2

特色あるプログラムの創出に
● 文理融合型プログラム、分野横断型プログラム、学部連携型プログラム
● 国際的かつ学際的な人材輩出を目指した英語（またはその他の外国語）による授業

活用例

1

加
入
特
典

芳名掲載号（寄付ご入金月の2～3か月後）か
らご加入期間中（終身会員の方へは生涯に亘
り）、毎号贈呈します。芳名非掲載や贈呈不要
を選択いただくこともできます。

● 『三田評論』の贈呈

新規で終身会員にお申込みくださった方、既
に普通会員で終身会員にお申込みくださっ
た方に贈呈します。

● 維持会オリジナル記念品
　 （クリスタル時計）の贈呈

終身会員 ： 30万円以上を一括でご支援いただいた方
普通会員 ： 年額1口1万円からのご寄付で継続的な
ご支援をいただける方 （累計のご寄付額が30万円に
達しても、終身会員への移行はできません。）

会
員
に
な
る
に
は

学生生活の支援に学生生活の支援に

世界で活躍
するために!

維持会に
ご加入いただく

維持会基金の
規模拡大

（基金残高：42.8億円）

学生支援活動
の拡充

世界で活躍する人材輩出機会の
創出に貢献

卒業生が
維持会を
支える

年額1万円から
始められます

慶應義塾の
プレゼンスの
拡大・強化に寄与

維持会の仕組み

ご寄付を希望される場合 ▶ 慶應義塾指定の払込用紙でお振込みください。
インターネットからのお申込みも可能です※。
※詳細は本冊子の裏表紙「慶應義塾へのご支援方法のご紹介」をご覧ください。

奨学金をいただくことは、学生として過
ごす貴重な時間をいただいていること
と同義であると実感しています。奨学金
を通じて、貴重な時間を提供してくだ
さっている維持会の皆様に多大なる感
謝をしつつ、いつかいただいたものを還
元できるように勉学に励みたいです。



使途を指定したご寄付の
ご紹介

その他のご支援方法の
ご紹介
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詳細情報・ご寄付の使途に
関する情報は
基金室Webサイトをご覧ください。

慶應　ふるさと納税

東京都港区版のふるさと納税制度を通じて慶應義塾をご支援いただけます。
● 「慶應義塾」を指定して港区にふるさと納税をすると、寄付金の7割が港区から慶應義塾に補助金として交付されます。
● 上限額※までは、いくら寄付をしても実質の負担は2,000円です。　
　  ※寄付すると自己負担額の2,000円を除いた全額が所得税や住民税から控除されます。控除される金額の上限は収入や家族構成等によって決まります。

● 東京都港区在住の方でもご寄付いただくことができます。

東京都港区版
ふるさと納税制度（団体応援寄付金）1

慶應　クラファン

先進的かつ独自性に富んだ多様なプロジェクトを
実現させるため、READYFOR株式会社と包括提
携し、慶應義塾公認のクラウドファンディングを実
施しています。本制度を通じて慶應義塾の様々な
活動をプロジェクトごとにご支援いただけます。ま
た、各プロジェクトへのご寄付は、税制上の優遇
措置（寄付金控除）を受けることができます。

2 慶應義塾公認・クラウドファンディング

慶應　相続

慶應義塾では、ご遺族様の尊いご芳志に応えるために、相続財産からのご寄付を承っております。故人より相続した財産から相続税
申告期限内に、慶應義塾への寄付と所定の手続きを終えた場合、ご寄付いただいた財産の相続税が非課税となります。

3 相続財産からのご寄付

遺言によって、ご自身が遺される財産を特定の人や団体に贈る（寄付する）ことを遺贈といいます。慶應義塾では、遺贈を通じたご支援
も承っております。慶應義塾へご遺贈いただいた財産は、相続税の課税対象外となります。

慶應　遺贈4 遺贈（遺言によるご寄付）

近年、「自分らしい終活を考えたい」、「財産を大学に寄付する
ことで社会貢献がしたい」といった思いから遺贈に対する関
心が高まる中、慶應義塾では「遺贈セミナー」を開催すること
となりました。当日は、専門家をお招きし、遺贈に関する初歩
的なガイダンスやエンディングノートの書き方をご紹介します
ので、奮ってご参加ください。

遺贈セミナーの
ご案内

2023年12月14日（木）
■13:00-14:00 遺贈セミナー
■14:15-15:00 キャンパス見学
30名（先着順）
三田キャンパス
三井住友信託銀行の専門コンサルタント
無料
https://kikin.keio.ac.jp/izou/

日時

定員

場所

講師

参加費

詳細・申込

慶應義塾オリジナル
エンディングノート
プレゼント！

参加者特典

「基礎・臨床融合による神経難病研究：
ALS克服に向けた研究の加速を」
達成金額4393万円（目標金額3000万円）

目標金額を達成したプロジェクトのご紹介

「慶應箱根駅伝プロジェクト」
達成金額1001万3000円（目標金額720万円）

PRO
JEC

T

周年事業募金やご希望に沿った
寄付※をお申込みいただくことも可能です。
慶應義塾では、学内の周年事業募金や、寄付者の方が希望される学部、学校、研究室などの個別の活動への寄付
のお申込みも随時受け付けております。また、「どのような支援の取り組みがあるのかを知りたい」といったご相談
にも慶應義塾基金室が対応いたします。　※ご指定先・内容によってはお受入れができない場合があります。

キャンパス・学部・学校の周年事業を応援したい！1

塾員の皆様とともに慶應義塾の未来を創っていくため、周年事業募金へのご支援をお待ちしています。
※各周年事業ページからお申込みまたはお問い合わせください。

SFCネクスト
30募金

湘南藤沢
キャンパス

開設75年記念事業募金通信教育部

開設75年事業募金

創立150周年
記念事業募金幼稚舎

志木
高等学校

思い入れのあるキャンパス・学部・学校を支援したい！2

■ 特定の学部・一貫教育校の教育活動を対象とした教育充実資金
■ 特定の学部・研究科の研究活動を対象とした研究資金
■ 特定のキャンパス環境整備を対象としたキャンパス整備資金

特定の学部、キャンパス等を指定した
寄付をご検討の方は、基金室Webサイト
「お問い合わせ・資料請求フォーム」より
お問い合わせください。

※ 基金室または担当の　
　 部署よりご連絡いたします。

■ 課外活動支援資金
体育会、一貫教育校などにおけるさまざまな課外活動を支援
【例】 大学体育課外活動支援資金（体育会野球部強化資金）

■ 慶應義塾給費奨学基金 等
110以上ある給付型（返済不要）塾内奨学金の財源になっています。

多様な教育、魅力的な学生生活の実現に貢献したい！3

特定のクラブ等を指定した寄付を
ご検討の方は、基金室Webサイト
「お問い合わせ・資料請求フォーム」より
お問い合わせください。

慶應  基金室  お問い合わせ
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■ 銀行・郵便局 （ゆうちょ銀行）※
同封の払込用紙をお使いのうえ、金融機関（銀行または郵便局）の窓口か
らお振込みください。お手元に払込用紙がない場合は基金室までご請求く
ださい。

※銀行（ゆうちょ銀行を除く）ATMやインターネットバンキングからの直接のお振
込みは寄付者の特定ができない場合がございますのでご遠慮ください。
※現金でお支払いの場合、ゆうちょ銀行（郵便局）では加算料金が110円かかり
ます。詳細は郵便局へお問い合わせください。

慶應義塾へのご支援方法のご紹介

法人・団体の場合 ご検討の際は、
基金室までお問い合わせください。

お問い合わせ・
資料請求フォームはこちら

クレジットカードもしくはペイジーの決
済情報を入力。慶應義塾への入金確
認後、領収証を後日お送りいたします。

決済情報の入力STEP3

現在お申込みを
受け付けている
使途はこちら

アクセスSTEP1

オンライン登録済みの方は、寄付申込手続きが簡略化されます。

寄付したい募金
名称を指定し、申
込者情報を入力

申込者情報の入力STEP2

個人の場合

■ インターネット募金
　  （クレジットカード・ペイジー）

スマートフォン、パソコン上でご寄付が完結する
インターネット募金もぜひご利用ください。
■ お申込み手続き上の注意
●海外からのご寄付にもご利用いただけます。
●以下のお申込みの場合、領収証は翌年の日付で発行され、寄付金控除も翌年の対象になります。
クレジットカード決済：本年12月16日以降のお申込み
ペイジー決済：本年12月16日以降のお申込み・お振込み

よくある質問・FAQは
こちら

3STEPでご支援可能3STEPでご支援可能

※本冊子で使用している慶應義塾高等学校野球部の甲子園出場に関する写真は共同通信社から提供されたものです。

●入学した年内の寄付金は「学校の入学に係る寄付金」※とみなされ、寄付金控除の対象から除外される場合があります。ただし、教育振興資金など一部の募金は寄付金控除の
対象となります。詳細については趣意書でご確認ください。 ※入学願書受付の開始日から入学が予定される年の年末までの期間内に納入したもの
●公職選挙法等の法令により寄付が禁止されている方は、寄付募集の対象外とさせていただきます。
●税額控除についての詳細は基金室Webサイトの「税制上の優遇措置」をご覧ください。 https://kikin.keio.ac.jp/
●確定申告書作成等の詳細については、国税庁Webサイトまたはお住まいの地域の税務署でご確認ください。  国税庁Webサイト https://www.nta.go.jp/

慶應義塾へのご寄付は、所得税の「所得控除」または「税額控除」のいずれかを
選択いただけます。さらに住民税においても、条例で慶應義塾を寄付金税額控除
の対象法人として指定している地域にお住まいの方は、住民税の「税額控除」の
対象になります。

「特定公益増進法人に対する寄付金制度」では
一般の寄付金の損金算入限度額と別枠で損金
算入できます。

慶應義塾へのご寄付は、税制上の優遇措置（寄付金控除）を受けることができます。

個人でのご寄付 法人でのご寄付

寄付金控除のご案内

税務署慶應義塾

寄付金控除の流れ （所得税の税額控除を選択した場合）
Ｋさんの場合

課税所得金額700万円／さいたま市在住

確定申告年間50,000円寄付

合計24,000円の減税（最大約50％の減税効果）

地方自治体の条例により指定された場合に限ります。

都道府県民税＋市区町村民税＝4,800円

個人住民税の
寄付金税額控除22

（50,000円－2,000円）×40％＝19,200円

所得税の寄付金控除
「税額控除」を選択「税額控除」を選択11

米国・香港納税者（個人・法人）
の方は、Give２Asiaを経由して寄
付をすることにより、税制上の優
遇措置を受けることができます。
詳細、お申込みの方法は基金室
までお問い合わせください。

米国・香港からのご寄付について

※貴社内での都合により、
　受配者指定寄付金を
　ご希望の場合はこちらを
　ご覧ください。


